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 我々の⾝体は 30 兆個を越える多数の細胞で構成されている。その形態もまた様々であるが、
「⼤きさ」に着⽬してみると分化した細胞集団の中では⼀定のサイズ分布を⽰すことが多い。
⼀⽅で、細胞を取り巻く環境や刺激に応答する過程で細胞は⼤きくなり、さらにまた元に戻
る例も多数知られている。これらの事実は、「細胞は⾃⾝の⼤きさを恒常的に保ち、必要に応
じて別の定常状態に遷移することも可能な調節機構を持つ」ということを⽰している。では
その制御の実体は何か？それは果たして遺伝⼦レベルで記述できるものであろうか？ 本演
者はこの疑問に答えるために特別な遺伝⼦スクリーニング法を考案し、サイズ調節に異常の
ある細胞クローンを多数分離することに成功した。その原因遺伝⼦を探ったところ、細胞増
殖因⼦や受容体、癌化に関連する転写因⼦やシグナル伝達分⼦などの他、細胞内物質輸送や
代謝調節など細胞活動の維持に関わる様々なものが含まれていた。 
その中で特に注⽬した機能未知のある遺伝⼦は、過剰発現させると細胞を⼤きくし、反対に
発現を阻害すると細胞が⼩さくなり⼀部で細胞死を誘導することが分かった。またこの遺伝
⼦産物は、ヒストンやミトコンドリアたんぱく質をコードする特定の mRNA の翻訳促進を通
じて、タンパク質合成を正に制御することを⾒出した。
実際にこの遺伝⼦を過剰発現する細胞ではミトコンドリ
ア機能が亢進し、ATP が過剰に⽣産されていることが判
明した。この遺伝⼦の持つこれらの特性は、トランスジ
ェニックマウスを使った解析により in vivo でも発揮さ
れることが確認された。 
以上の結果から考えられる細胞サイズの調節におけるミ
トコンドリアの役割と、そこから⾒えてくる⽣命現象に
ついて考察を加えたい。 

 

問い合わせ先：理学部⽣物コース 原裕貴（5614） 
⼭⼝⼤学先進科学・イノベーション研究センター内に創設された⽣命分⼦インターネットワーク(IoL)
センターでは、IoL コロキウムを開いています。本コロキウムでは、⽣命活動から分⼦に関する幅広
い分野の第⼀⼈者の先⽣⽅に最先端の研究のお話を提供いただいています。⼭⼝⼤学のすべての⼤学
院学⽣・学部学⽣・教職員の参加を歓迎します。⼊場無料です。	


